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論文審査の要旨

運動誘発電位（MEP ）は、脳神経外科術後の麻、庫を予防するための術中モニタリングと

して有用であり、手術操作に伴う虚血の所見は MEP の低下消失とされている。一方、

MEP が一過性に増大した後に低下するという現象は以前から報告されていたが、その発

生要因については詳細な検討がなされていなかった。本研究では、中大脳動脈癌ク リッ

ピング術における術中 MEP の一過性増大現象について、その頻度や発生の要因につい

て調査し臨床的意義を検討した。

中大脳動脈癌に対するクリッピング手術を対象として、後方視的にMEP 一過性増大

のタイミング、程度、頻度を調査した。その結果、 134 例の手術において、中大脳動脈

本管親動脈の一時遮断によって 9例の患者で一過性のMEP 増大が観察された（A群） 。

一方、中大脳動脈の一時遮断を行ったにもかかわらず、 MEP 一過性増大を呈さなかった

症例が 10例あった（B群）。両群の背景因子や刺激強度、ベースラインの振幅などには

有意差は認めなかったが、脳正中から中大脳動脈の一時遮断ポイントの距離を比較検討

したところ、 A群はB群に比べて中大脳動脈の遮断ポイントがより中枢側に近いという

結果が得られた（22.6±3.8 mm vs 28.0±6 .2 mm, p=0.033 ）。これらの結果より、 MEP の

一過性増大には線条体の抑制性介在ニューロンの虚血が関与しており、 一時遮断操作に

伴う錐体路障害の早期サインであると考えられた。本研究結果は中大脳動脈癌クリ ッピ

ング術における、より安全な手術操作に寄与するところが大きく 、有意義な研究である

と考えられる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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